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取扱説明書.保証書 

お買い上げいたださありがとラございます。 

A 電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や 

山胃 U I 人身事故になることびあります。 

この取巧説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでち見られるところに必ず保管して<だ 
さい。 


DCC-FMT50UD 

◎ 2007 Sony Corporation Printed in China 


品名 カー FM ステレオトランスミッター 

型名 DCC - FMT 50 UD 
保記書 T 10-1001 A -4 

この位置に保証書フィルムを正しく合成して、フィルムを完成させること 
Complete the film by inserting the warranty at this position. 

在此處插入保證書完成菲林。 

在此位置插人保证书レ:!完成胶片。 


五警吾まをのために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品は 
すべて、まちびった使いかたをすると、火災や感電などにより人身事故に 
なることびあり危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお守りくださ 
い。 


安をのためのを意事頃を巧る 


この取扱説明書の注意事項をよくお読み< ださい。 


定期的に点巧ずる 


年に一度は、本体び傷んでいないか、本機とシガレットライターソケッ 
卜の間にほこりびたまっていないか、配線したケープル類がからまってい 
ないか、などを点横して<ださい。 


巧居した5巧わない 


動作びおかし<なったり、本体やケープル類び破損しているのに気づいた 
日、すぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓□に修理をご依頼くださ 
い。 



— 、異常か起をた S 



〇ををな場所に車を止める 
包シガレットライターソケットか!5 
本機を取り外す 

〇お買い上げ店またはソニーサービ 
ス窓□に修理を依頼する 


警告表示の意味 

取扱説明書では、なのよラな表示をしています。表おの内容をよく理解 
してから本文をお読み < ださい。 

A 化 I この表示の注意事項を守らないと、火災-感電などによ 
以胃 ° I り死 t や大けびなど人身ま故の原因となります。 

I A ク壬と I この表示の注意事項を守らないと、感電やその他のま故 
I 批'±忌 I によりけびをしたり自動車に損害を与えたりすることび 
あります。 


ま意を促す記号 


A \ 

火災 感電 


行為を禁止ずる記号 


0 ® 

禁止 分解禁止 


lEmw\ A 

下記のミち意を守5ないと、 义災 • 感電に ょ〇 
大けびの原因となりまず。 


道お交通法に従ってまを運拓ずる 

運転者は道路交通法に従ラ義務びあります。前方注意をおこたるなど、安 
全運転に反する行為は違法であり、事故やけびの原因となります。 

• 運乾中は絶対に本機や接続機器を接続-設置したり操作したりしない。 

• 運乾中に本機および接続機器の画面を注視しない。 

. 車列の音び聞こえる程度の音量で聞く。 

0 

禁止 


運拓操作やま体の巧動部、エアバッグシステムの動作を巧 
ばる場所には設置しない 

事故や感電、火災、けびの原因となります。 

• ネジやシートレールなどの可動部にケーブル類をはさみ込まない。 
•ケーブル類はまとめる。 

• ステア U ングやシフトレバー、ブレーキペダルなどが正し<操作でさる 
ことを確認する。 

0 

禁止 


雨、化びかかる場所、湿気、ほこりのをい場所には取日付 
けなし、 

上記のよ5な場所に取り付けると、火災や感電の原因となりまず。 

© 

禁止 


分解や改造をしない 

火災や感電、事故の原因となります。 

本機内部の点検や修理はお買い上げ店またはソニーサービス窓□にご依頼 
ください。 


分解禁止 


内部に水や異物を落とさない 

水や異物び入ると火災や感電の原因となります。万一、水や異物び入った 
ときは、すぐに電源を切り、お買い上げ店またはソニーサービス窓□にご 
相談ください。 

シガレットライターソケット内に異物び入っていると危険ですので注意し 
て < ださい。 


0 

禁止 


本機は巧な機種なかではほわない 

义災やけびの原因となることびあります。 


0 

禁止 


盾^ま意 I 

下記のを意事項を守6ないと、をしたり周迅の 
家財 に損害をちえた。ずることがありまず。 


ま定した場所に取日付ける 

振動のをいところや、モ冉などに取り付けると、製品び動く、落ちるなど 
により、事故やけびの原因となることびあります。 

Q 

禁止 


規定容量のヒューズをほ5 

ヒューズを交換する時は、必ずヒューズに記された規定容量のアンペア数 
のちのをお使いください。規定容量を超えるヒューズを使ラと、火災の原 
因となります。 


0 

禁止 


本体を醒巧団などでおおつたが態で巧わない 

熱びこちってケースび変形したり、火災の原因となることびあります。 



ほ電中の本機や製品に長時間ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、低温やけどの原因となることび 
お0ます。 


0 

禁止 


主な特長 

本機（力一 FM ステレオトランスミッター)は、 HDD / フラッシュ 
方モ U -/ MD / CD ウォークマン* 1 または iPod * 2 などのポータブル 
オーディオ機器の再生音を、カーステレオ（カー FM ラジオ）へ 
FM 電波で送信します。この FM 電波をカー FM ラジオで受信する 
ことにより、ポータブルオーディオ機器の再生音を車の中でを楽 
しめます。 


使用について 

• ケーブル類を強く引っ張5ないでください。断線、故障の原因 
になります。 

• 強い衝擊を与えたり、落としたりしないでください。 

• 本機は使用中に温かくなることびありますび故障ではありませ 
ん 

• 使用撥は必ず本機をシガレツトライターソケットか5抜いてお 
いて < ださし、。 


USB 給電機能搭載 

US 目充電対応ポータブルオーディオ機器（ウォークマンまたは 
iPod ) がに電源供給できます。 

車内でポータブルオーディオ機器のバッテ U —寿命を気にせずお 
使いいただけます。 

対応機種に007年8月現在） 

ウォーク マン： NW - A 3000シ U - ズ、 A 1000 シリー又 
A 800シリーズ、 A 600シリーズ、 

E 日00シリーズ、 E 400シリーズ、 

E 300シリーズ、 E 010 シリーズ、 

E 000 シリーズ、 S 700シリーズ、 

S 600シ U —ズ、 S 200シ U —ズ 

iPod : 第4世代し分降の iPod、iPod min し iPod nano 、 

第 2 世代し如をの iPod shuffle 

を定したクリアな音声を実現 

• フレキシブル送信アンテナを採用することにより、車種を限定 
せず、安定した FM 電波送信を実現します。 

• 送信周波数選択回路にデジタル方式を採巧することにより、ア 
ナ□グ方式で起こる送信周波数のズレを防止します。 

を FM 放送帯域 （76.0 〜90.0 MHz ) か!5周波数選択が可能 

FM 放送の全帯域 （76.0 〜90.0 MHz ) か5送信周波数を選べま 
す。また、送信周波数を 0.1 MHz ステップで選べるので、地域を 
限定せず、空さ（放送のない）周波数を探し出せます。 

4つのダイレクトメモリーポタン搭載 

頻繁に使巧する周波数を4つまで方モ U — しておき、ワンタッチ 
で選択巧能です。 

バックライト付さ周波数表示ディスプレイ採用 

周波数表示ディスプレイに暗い車内でわ見やすいバックライト付 
きディスプレイを採用しています。 

周波数表示ディスプレイの角度調節び可能 

車内環境に合わせて、周波数表示ディスプレイを見やすく設置で 
さる角度調節構造を探巧しました。 

をくの車種に設置巧能なスマ ー トフォルムを実現 

本体へッド部のル型化に加え、シガレツトライターソケットの周 
0の障害物を避けて設置でさるスマートフオルムを実現しまし 
た。 


電池不要 

• シガレットライター（カーバッテリー）を電源として使用しま 
す。 

•1 S V と24 V のカーバッテ U —に対応しているので、普通自動車 
か5大型車まで幅広い車種で使用することびでをます。 （12/ 
S 4 V 自動切換、 マイナスアース 車専用） 

*1" ウ ォーク マン"、 " WALKMAN "、" WALKMAN " □ゴは、 
ソニー 株式尝社の登録商標です。 

が iPod は 、 Apple Inc . の商標です。 

が USB 充電に対応した機器でわ、本機び使用できないことびあり 
ます。対応機種の情報は、最新のカタ□グやホームページでご 
確認ください。 


使用上のごを意 

まをにごいて 

• 接続や、本機やカーラジオ、ポータブルオーディオ機器などの 
操作は、運転中や停車中ではなく安全な場所に駐車してから 
行ってください。 

• 車の種類によっては、エンジンを切ってもシガレットライター 
ソケットの電源び切れない場をびあ0ます。エンジンを切った 
ままで使用すると、車のバッテ U —を消耗させてしまいますの 
で、エンジンを切った時には、必ず本機をシガレットライター 
ソケットから抜いておいてください。 

• 本機を使用しないとさは、運転操作や可動部の巧げにな5ない 
ように保管してください。シガレットライターソケットから抜 
くときは本機を持って巧いてくださし、。 

• 本機内部に水や異物び入ったときは、本機をシガレットライ 
ターソケットや接続機器か5巧き、お買い上げ店またはソニー 
サービス 窓口にご相談くださし、。 


設置について 

• 使用中、保管中にかかわ5ず、次のよラな場所に置かないでく 
ださい。故障の原因にな0ます。 

-異常に高温になる場所 

炎天下や夏場の窓を開奴切った自動車巧は特に高温になり、 
放置すると変形した0、故障した0することびあります。 

-直射日光の当たる場所、熱器具の近く 
変おしたり、故障したりすることがあります。 

-激しい振動のある場所 
-ほこりの多い場所 

• 車が急 ブレーキを かけた際に、本機に接続した ポータブルオー 
デイオ機器が動かないようにしっかりと固定してくださし、。 


巧電について 

• 本機を使用する前には、必ず接続する機器の定格電圧、定格電 
流を確認の上ご使用ください。 

• 本機の使用状態によって、定格電流よ0過大な電流び流れた場 
合は、安全の為に本機の出力電圧び一時的に途切れ、使用され 
ている機器の電源び切れる場合びあります。 

. 本機の接点部に他のを属類び触れないよラにしてください。 
シヨー トすることげあります。 

• 本機をシガレツトライターソケツトに挿入した状態で、車のエ 
ンジンをかけたり止めた0すると、本機に接続したポータブル 
オーディオ機器の方モ U —データび破損、消失する場合びあ0 
ますので、充分にごを意くださし、。 


主な仕様 


送信方式 マルチプレックスステレオ方式 

送信周波数 76 MHz 〜90 MHz (0.1 MHz ステップ) 

電界強度 己00 uV / m の^ (3 m ) 

電源電圧 DC 12/24 V (マイナスアース車専用） 

入力端子 0 3.5 mm ステレオ S ニプラグ 

定格出力電圧 DC 5.0 V 

定格出力電流 日00 mA 

最大外形寸法 


巧 53 r 



約133 mm 


信号ケーブルの長さ 
アンテナケーブルの長さ 
質量 
付属品 


約1 m 
約3 m 

約7日 a (ケーブル含まず) 
取扱説明書•保罰書 （1) 


本機の仕様および列•観は、改良のため予告なく変更することびあります 
び、ご了承<ださい。 


保証書とアフターサービス 

偏正書 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保をしてくだ 
さい。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

ア フターヴー ビス 

調子び悪いときはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具含の悪いときは 

お買い上げ店またはお近くのソニーサービス窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保罰書の記載内容に基づいて修理させていただ定ます。詳しくは保証書を 
ご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場含は、ご要望により有料修理させていた 
だをます。 

部品の保有期間について 

当社では本機の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品) 
を、製造打ち切り後6年間保有しています。この部品保有期間を修理可能 
期間とさせていただきます。保有期間び経過したあとち、故障箇所によっ 
ては修理可能の場をびありますので、お買い上げ店またはソニーサービス 
窓□にご相談ください。 


よくあるお問い合わせ，巧み方法などはホームページをごま巧ください。 

http :// www . sony . co . jp/support 





フリーダイヤル 

01吕 0-333-0 吕〇 

携帯電話‘ PHS - —部の IP 電話 

04巨己-3 1-2 已11 

フリーダイヤル 

0120 -2 吕吕 -330 

携帯電話中 HS . —部の IP 電話 

04己 6-31-2 己31 

X あ巧説日月 書' U モ コン等の睛入相談は 
こちらへお問い合 0 せください。 


♦ 


上記番号へ接続を、最巧のガイダンスが流れている間に 

巧9引 + r#j 

を巧してください。直接、担当窓□へおつなざします。 


FAX 供巧）0120 -333-389 

受け時間ち〜 金:日: 00〜20:00 ± •日•祝日: 9:00〜17:00 
ソニー株式会な 〒1 08-0075 ま京都港区港南1 -7-1 
















さ部の名顿 



田 周波数表示窓 
回巧電機器選択スイッチ 
回 USB 端モ 
团 周波数 +/- ボタン 


固メモリーボタン 
固ステレオ5ニプラグ 
团アンテナケーブル 


巧いかた 

本磯を設置するとをは、必ずエンジンびかかった状態で行ってく 
ださい。エンジンを切ったままで使用すると、車のバッテリーを 
消耗させてしまう場合びあります。 

運転中や信号で停車しているときなどには、接続や、本機やカー 
ラジオ、ポータブルオーディオ機器などの操作は行わないでくだ 
さい。ま全な場所に駐車してか5巧ってください。 

ス’ごすき 

• 本機を設置するときは、アクセルやシフトレバーを誤操作しな 
しなう周囲の安全に配慮してか5行ってください。 

• 運転中の操作は危険なので、接続や操作は、必ず運転する前 
に、停車状態で巧ってください。 

• カーラジオ や カーラジオ アンテナ、接続した機器について詳し 
くは、それぞれの機器に付属の取扱説明書をご覧ください。 

力ーラジオを設定ずる 

1 カーラジオを FM 放送が受信できるような状態にずる。 
2 76 MHz 〜90 MHz の中か6放送を受信していない周 
波数を選ぶ。 

別の地域に移動した場合、選んだ FM 周波数で放送を受信して 
しまうことがあ0ます。このような場合は、放送を受信して 
いない FM 周波数を再度お選びください。 

ごま意 

力ーラジオの音量は、なるべくルさい音量に設定しておいてください。 

本機を設定ずる 

1 ステレオミニプラグをポータブルオーディオ機器の 
へッドホン （0) 端子に差し込む。 

へッドホン端テび LINE OUT (ライン出力）端テを兼用して 
いる機器に接続した場合は、接続機器の出力をへッドホン出 
力に設定してください 。 LINE OUT 端テに接続した場合、本 
機への音青入力び大さすざるため音びひずみます。 


ポータブル 
オーディオ機器 



2 車のシガレットライターソケットに本機を差し込む。 
(©) 

表示窓のバックライトび点なし、周波数表示び出ます。 



3 周波数 +/- ボタンを繰り返し巧して、カーラジオで設 
定した周液数を選ぶ。 

ボタンを押すたびに、周波数び76 MHz 〜90 MHz の間で 
0.1 MHz ずつ変わります。 

ヒント 

• 周波数表示びよく見えるように本体の角度を調節できます。（手順2 
のイラスト感） 

• 周波数 +/- ボタンを巧したままにすると、周波数び早く変わります。 
• 電源を入れたとをは、前回使用したとさの周波数び自動的に選おさ 
れます。 


4 接続したポータブルオーディオ機器を再生ずる。 

ごミち意 

• 接続したポータブルオーディオ機器のバスブーストやイコライザー 
の調節の機能は辭除（動作しないよラに）しておいてください。音 
びひずむ場合びあります。 

• 接続したポータブルオーディオ機器のボ U ュームを音びひずまない 
範囲でなるべく大さくしてください。それでち音量びかさい焉合 
は、カーラジオのボ U ュームで調整してください。 

5 カーラジオでの受信状態び良くなるよラに、本機のア 
ンテナケーブルを車内に設置ずる。 

ご使用になる車種によって、車内でのアンテナケーブルの設 
置ち法（取り付けかた）は異なります。のイラスト例を参 
考に、受信状態び最良となるよラ試してか5、設置して<だ 
さい。 

ごま意 

• 受信状態び悪い場合は、アンテナケーブルび車のアンテナ近くにな 
るよラに設置ずると受信び良くなることびあります。 

. 車のアンテナ位置は車の取扱説明書をご覽ください。 

車のアンテナが車両の前ちにある場合の一例 



車のアンテナが車両の後方にある場合の一例 



2つのイラストは一例であり、ご使用になる車の状況によ0送受 
信状態び変わります。最良の受信状態になるよラアンテナケーブ 
ルを設置してください。 


本機か S の受信げ態が悪くなったとをは 

最初に設定した周波数では受信状態び良好であったにもかか 
わ5ず、走行中に受信状態げ悪くなったとさは、次のよラに 
考え5れます。状況に応じた対処を行ってください。 

設定を終えた後、走行し始めた5受信状態び悪くなった 

-地下駐車場やビルの影など、カー FM ラジオで FM 放送を受 
信しにくい場所びあります。そのよラな場所でカー FM ラ 
ジオと本機の設定をしたため、走行中に FM 放送の受信状 
態びよくな0、設定した周波数び FM 放送の影響を受け 
て、本機か5の受信状態び悪くなったと考え5れます。 
このよラな場合は、 FM 放送の受信状態びよい場所で、再 
度、 FM 放送を受信していない周波数を選び、カー FM ラジ 
才と本機を設定してください。 

車で移動ずるに従って受信感度が悪くなった 

- FM 放送は地域によって受信する周波数び異な0ます。移 
動した地域で、本機に設定した周波数で FM 放送を受信で 
きる場合は、その放送の影響を受けて、本機か5の受信状 
態び悪くなることびあります。 

このような場合は、移動した地域で、再度、 FM 放送を受 
信していない FM 周波数を選び、カー FM ラジオと本機を設 
定してください。 

ときどき音が途切れたり、ノイズが入ったりして聞きづ5く 
なった 

-都む部や市街地では、 FM 放送局や S 二 FM 放送局、アマ 
チユア無線などの影響を受けて、本機か5の受信状態が悪 
くなり、音び途切れたりノイズび入った0する場合びあり 
ます。 

このよラな場合は、再度、影響のかない FM 周波数を選 
び、カー FM ラジオと本機を設定してください。 


選んだ周波数を記憶させるには 

工場出荷時は、方モ U —ボタンの周波数は 76 MHz に設定されて 
います。 

「本機を設定する」の手順 3 で周波数を選んでから、周波数表示窓 
に六モ U —ボタン番号び表示されるまで記憶させたい^モリーボ 
タンを押したままにします。 

周波数を記憶させておけば、六モ U —ボタンを押すだけで周波数 
を選べます。 

ごま意 

選んだメモ U —ボタンにすでに別の周波数び記憶されていたとさは、新た 
に選んだ周波数び記憶されます。 

巧電する 

USB 充電に対応した、ウオークマンまたは iPod を充電でをます。 
機種によっては充電機能に対応しないものもあります。詳しくは 
r 充電機能に対応する機種一覧」の項目や最新のカタ□グ、または 
ホームページをご確認ください。 



1 巧電ずるポータブルオーディオ機器に合わせて、本機 
の巧電機器選択スイッチを切り換える。 

ウォークマンを充電するときはに 011 y 」 に、 iPod を充電する 
ときは 「 iPod 」 にスイッチを切り換えます。 

ごミち意 

充電機器選択スイッチの切り換えは確実に行ってください。スイッチの設定 
間違いは、本機およびポータブルオーディオ機器び故障する原因となりま 
す。 

2 ポータブルオーディオ機器に付属の専用 USB ケーブル 
を使い、本機とポータブルオーディオ機器を接続ず 
る。 

機種によっては USB ケーブルび不要な場合もあります。 
接続した機器は、安全な場所に置いてくださし、。 

3 ポータブルオーディオ機器側で充電に必要な操作を巧 
ラ。 

機種によっては、充電をするための操作が必要のない場合ち 
あります。詳しくは、ポータブルオーディオ機器に付属の取 
扱説明書をご覧ください。 

4 充電が終了した5、ポータブルオーディオ機器を本機 
か5はずず。 

ご注意 

•シガレットライターソケットへの接続はしっかりと確実に行ってくださ 
い。 

• シガレットライターソケットの位置-形状によっては本機び使用できな 
い場をびあ0ます。 

.車び急ブレーキをかけた際に、本機に接続したポータブルオーディオ機 
器び動かないよラしっかりと固定してください。 

•ケーブル類は政下の点に注意して正しく設置してください。 

一運転操作や巧動部の巧げになる取り付けをしない。 

一幼児の手の届かないよラに設置する。 

•エアバックシステムの動作を妨げる取り付けをしないでください。 

•本機につないだ USB ケーブルを強く引っ張らないでください。故障断 
線の原因となることびあります。 

•火災、感電を避けるため、本機を液体や湿気のある場所で使わないでく 
ださい。 

• US 己八ブや USB 延長ケーブルをご使用の場をの動作保話はいたしかねま 
す。必ず、ポータブルオーディオ機器（ネットワークウォークマンまたは 
iPod ) に付属の専用 USB ケープルなど、ポータブルオーディオ機器側の 
指定する接続方法に従ってください。 

•充電中には再生でさない機器ちあります。詳し<は、お使いの機器に付 
属の取扱説明書をご覧ください。 

充電機能に巧応ずる機種一 覽 （2007 年8月現な） 

充電機器選おスイッチの設定状態によって、対応する機種び異な 
0ます。 

Sony : NW - A 3000シリー又 NW - A 1000 シリー又 
NW - A 800シ U - ズ、 NW - A 600シリーズ、 

NW - E 500シ U - ズ、 NW - E 400シリーズ、 

NW - E 300シ U - ズ、 NW - E 010 シリーズ、 

NW - E 000 シ U - ズ、 NW - S 700シ U - ズ、 

NW - S 600シ U - ズ、 NW - S 200シリーズ 
iPod :第4世代 L 如をの iPod、iPod min し iPod nano 、 

第 2 世代し如きの iPod shuffle 


ヒューズの交換 

本機び正常に動作しない場合は、シガレツトライタープラグ内部の 
ヒューズが切れていないかを確認して<ださい。 



シガレット プラグの先端 

ライタープラグ 


1 シガレットライターソケットか S 本機を抜く。 

2 プラグのホ端部分を回してはずす。 

3ヒューズを 取り出す。 

4 ヒューズび切れていないか確認ずる。 

切れている場合は、手順5へ 
切れていない場合は、手順 6 へ 

5 新しいヒューズを用意する。 

市販の同じ定格のヒューズ 

(1 A 125 V > 長さ約20 mm ) をお巧めください。 

6 ヒュ ーズを 差し&む。 

7 プラグのホ端を元通りにしっかり締める。 

ごを意 

.定格の異なるヒューズをご使用になると故障や火災の原因になります。 

• ヒューズを針金などで代用しないでください。 

•ヒューズを交換したあとも、再び切れるよラな場をには、お買い上げ店 
にご相談ください。 


脚璋かな？とおった6 


捆犬_原因/処置_ 

ポータブルオーディオ機器の音 • 本機びシガレットライターソケッ 

びカーラジオから聞こえない 卜やポータブルオーディオ機器へ 

正しく接続されていない 
^正し<接続する。 

• 本機で選んだを信周波数とカー 
FM ラジオの周波数び一致してい 
ない 

一本機のを信周波数とカー FM ラ 
ジオの周波数を一致させ、送受 
信巧能な状態にする。 

• 接続したポータブルオーディオ機 
器からの音び出ていない 
-ポータプルオーディオ機器を再 
生状態にする。 

- 音びひずまない範囲でポータブ 
ルオーデイオ機器の音量を上げ 
る。 


音びルさい • 接続したポータブルオーディオ機 

器の音量びルさい 
- 音びひずまない範囲でポータブ 
ルオーディオ機器の音量を上げ 
る。 

それでち音びルさい場合は、 
カー FM ラジオの音量を上げ 
る。 


音びひずむ •本機への音声入力信号び大さすぎ 

る 

-ポータプルオーディオ機器の 
LINE OUT (ライン出力）端テ 
に接続している場合は、ヘッド 
ホン端子に接続する。 

• 接続したポータブルオーディオ機 
器のノなブースト機能を使用して 
いる 

-ポータプルオーディオ機器のバ 

_スブースト機能を辭除する。_ 

雑音び入る • 本機で選んだを信周波数とカー 

FM ラジオの周波数び一致してい 
ない 

一本機のを信周波数とカー FM ラ 
ジオの周波数を一致させ、送受 
信巧能な状態にする。 

• カー FM ラジオの受信状態び悪い 
ーカー FM ラジオでの受信状態び 
良くなるよラに本機アンテナ 
ケープルを車内に設置する。 
(車のアンテナの近くになるよ 
ラに設置すると受信状態び良く 
なることびあ0ます。） 

• 選んだ周波数び放送に使用されて 
いる 

-放ちを受信していない（「サー」 
といラ音しか聞こえない）周波 
数を選ぶ。 

• 別の用途や妨善電波の影響を受け 
てし、る 

一別の用途で使巧していない、ま 
たは巧善電波の影響の少ない 
(「サー」という音しか聞こえな 

_しリ周波数を選ぶ。_ 

音び途切れる • 市街地などで巧善電波の影響を強 

<受けている 

一巧善電波の影響の少、ない 

( r サー」という音しか聞こえな 
_しリ周波数を選ぶ。_ 

本機びシガレットライターソケッ 
卜へ正しく接続されていない 
-►正しく接続する。 

エンジンをかけないと通電状態に 
ならない車種である 
- エンジンをかける。 

ヒューズび切れている 
ーヒューズを交換する。_ 

充電できない • 充電機器選択スイッチび正しく設 

定されていない 
-»■ 正しく設定する。 

• ポータブルオーディオ機器び 
USB 充電に対応していない 
一 r 充電機能に対応する機種一覧」 

の項目や最新のカタ□グ、または 
ホームページをご確認ください。 


周波数表示窓のバックライトび 
点灯しない 






